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超 過 利 潤 論 ■
- 『資本論』を素材として-

梅 垣 邦 胤

Ⅰ

本稿は, 『資本論』を直接的素材として, そこにおいて,いわゆる特別剰余

価値- 超過利潤一 地代という系列がいかなる内容で位置づけられていたか

について,簡単な整理を試みたものである｡ 『資本論』における超過利潤論と

いえば,す くさま ｢虚偽の社会的価値｣が,生産論次元において価値実体をも

ったものであるか.交換を通じて価値実体が与えられるのか,という二つの主

要な相対立する論点をめぐって展開された ｢地代諭論争｣が想起されるであろ

うOそしてその論争においては, どちらの論理をとろうと,一巻相対的剰余価

値論における特別剰余価値,三巻市場価値諭における超過利潤との関連が意識

され論 じられていたことも周知の事柄に属する1)0

しかしながら,もとより本稿では ｢地代論論争｣そのものの概観をえること

を目的とするものではないOそうではなく,論争においては暗黙の前提として

伏在せしめられていた,いわゆる値E'IJ由癌店主良基的価値の問題に焦点をあて
若干の検討を加えたものである｡ もちろん,地代 ･超過利潤 ･特別剰余価値が

社会的価値 とそれ以下cr)個別的価値との差額である以上.すでに論争の過程に

おいても若干の検討は加えられていた｡その若干のものについては行論中に触

1) 地代論論争については,すでに論争そのものを対象とした文献も出ている段階である｡とりあ
えず以下の文献を参照されたい.山EEl勝次郎 『地代論論争批判』同友社,1948年｡向坂逸郎『地
代論研究,q改造社,1948年｡鈴木鴻一郎『地代論論争』勤革垂房,1952年｡新沢粛芽統『農業剰
余価値形態論- 土地資本をF中心として- 』東京大学出版会,1954年,罪一章第二 三凱 井
上周八『地代の理論- 晩後論争点の批判的考察- .g理論胡二,1963年｡
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れてゆ く予定であるが,少々先まわ りする形で述べれば,それ らにあっては,

個BIJ的価値と社会的価値を,商品生産関係-生産関係として考察するという視

角が希薄ではなかったかと思われるoそれが屋上匿を重ねるというきらいがあ

るにもかかわらず,あえて超過利潤諭をとりあげた所以である｡

ところで本文に入るに先だちあらかじめ触れてお くべきことがある｡それは

『資本論』の ｢論理体系｣ と超過利潤論との関連である｡ 『資本論』は, ｢Ⅰ,

資本,Ⅱ,土地所有,Ⅲ,賃労働,Ⅳ,国家,Ⅴ,外国貿易,Ⅵ,世界市場 と
恐慌｣ という ｢経済学批判体系 プラン｣を基底にすえ,その主軸 としての ｢資

本｣分析を中心にして構成されている｡ 『経済学批判要綱』においてはこの点

について次のように言っている｡ ｢すべての社会形態にはある一足の生産があ

って,その生産がその他のすべての生産に 順位と影響 とをあたえている0

D地代は資本なしには理解することはできないo Lか し資本は,地代がな

くとも十分理解することができるO資本はブルジョア社会のいっさいを支配す

る経済力である｡それは,出発点となり,また終結点 とならなければならず,

そして土地所有に先だって展開されなければならないo｣2)しか しそれだけでは

ない｡『資本論』は ｢資本｣分析の内部においても,本質から現象へ,抽象か

ら具体へ,資本制生産様式の本質的側面から現象的側面-という ｢上向的｣論

理により,資本の ｢生産過程｣(辞一巻).｢流通過程｣(第二巻),｢総過程｣(節

三巻)という重層的論埋をもって構成されている｡ l第一郡では, それ自体 と

して見られた資本主義的生産過程が直接的生産過程として示 している諸現象が

研究されたのであって,この直接的生産過程ではそれにとって外的な諸事情か

らの二次的な影響はすべてまだ無視されていたのである｡ しかし, このような

直接的生産過程で資泰の生産は終わるのではない｡それは現実の世界では流通

過程によって補われるのであって,この流通過程は第二部の研究対象だったQ

2) KarlMarx,GrundrlSSederKrl【1kderPollt上SChenOkonomLe〔Rohentwurf1857-1858〕
DletzVerlag.Berlin,1953,S 27,邦訳,高木幸二郎監訳 『経済学批判要綱(草案)1857-1858

年』第一分冊,大月書店,1958年.28129ページ｡
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O この第三部で行なわれることは･･全体として見た資本の運動過程から

出てくる具体的な諸形態を兄いだして叙述することである.｣8)資本一土地所有

一賃労働 というプラン,さらに資本内部における生産一流温一給過程 という序

列,これがごくかいつまんで見たその限 りでの,『資本論』に内在する二重の

重層的論理である｡

すれば,また本稿の課題が,個別的価値と社会的価値という限定されたチ ャソ

ネル,から上の系列を追うことであ1たとすれば, 『資本論』における即日的対

象が ｢資本｣そのものであり,土地所有一地代は ｢資本｣が理論として与えら

れたあとで,資本に規定される形で対象とされるべきこと,そしてまた, ｢資

本｣そのものも- いま本稿 との関連を意識して言えば- まず生産論次元に

おいて対象 とされ,その前提のもとで,経過樫すなわち具唇的な諸形態が対象

とされること,この二点は課題に接近する不可欠の媒介項として位置つける必

要があるように思われるO

内容上の検討は後にゆずる他ないのであるが,今 『資本論』の一巻 と三巻の

対象をとりあげてみればそれは次のようになるOすなわち第一巻においては,

個別資本の相互関係を捨象したいわゆる ｢資本｣を対象 とし,価値と剰余価値

の生産の内的法則を呈示する｡第三巻においては,それを執捉 ･土台とし,個

別資本oj相互関係 ･総資本を対象に入れ, 生産価格 (剰余価値の利潤 ･平均利潤

とし⊂の具体化)･市場価値, さらに第六篇地代,においては,同じ≡巻の枠内

したがって ｢資本｣分析の枠内においてではあるが,工業と農業の区別 を前提

わち超過利潤の地代への転化 という側面に限って分･析されているO

3) KarlMarx-FTledrlChEngelsWeTke,Band 25.DaJKapILd,KrELzLde7PoIEtLJLher1
0konomte.DrltterBfLnd BuchIII,Dlet芝Verlag,Berlin,1964,S 33,邦訳,マルクスエ
ンゲルス全集刊行委員会訳,『資本論』第三巻第1分冊,大月軍T,E,33ページB以下『資本論』
については,Ibld.Band,S,Locclt.,BandS,邦訳○--yという形式で示す｡
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したがって,個別的価値と社会的価値という問題を主軸にすえ, 『資本論』

における特別剰余価値-超過利潤-地代という系列の内容を検討する以上.一

巻から三巻への,生産論から総過程論への ｢上向的｣論理を伏在せしめつつ,

その論理展開に即応する形で検討がすすめられるべきであろうo

そこで,以下,次の順序で検討を進めたい0第-O超過利潤を第一巻におい

て考察する｡そこでは同時に個別的価値と社会的価値の生産諭-本質論の次元

における規定が与えられるはずであるOまた,そこでは社会的価値cr)法則に随

伴 して超過利潤 ･特別剰余価値がとかれるはずであるから,祉会的価値法則そ

のものを見直すことも不可避 となるはずである0第二｡ この同じ超過利潤が,

三巻において,一つには市場価値論における超過利潤として,二つには地代論

とLて,見直されるはずである｡そこでは,2-りわけ前者にあっては,生産論

-本質論次元でつかまれた特別剰余価値が,個別資本の相互関係および総資本

というより具体的な範晴を媒介として,より現象に近い次元において再規定さ

れるはずであるOまた後者にあっては,同じ三巻の枠内にありながら,市堵肺

値一超過利潤から,土地所有一地代 (超過利潤)という対象移動があるのである

か ら, 『資本論』における地代簾の位置について,たとえ簡単にでも触れざる

をえないであろう｡以上が本稿における検討の順序である｡なお,と りわ け

｢地代論論争｣が与えている個々の研究とその評価については,行論中に適時

くみこんでゆきたい｡

ⅠⅠ

ここでは,資本の ｢生産｣過程 という基礎的次元における超過利潤 ･特別剰

余価値につき, 『資本論』第一巻に依 り考察する｡ この課題に入るにあた り,

まず,前提となる問題につき検討をしておきたい｡特別剰余価値はいうまでち

なく個別資本が取得するものであるU ところが第一巻の主課題は, ｢個別｣資

本それぞれではなく,個別資本もその構成要素 となっているものとしての ｢資

本一般｣である｡事実, 『資本論』第一巻において特別剰余価値が考察される
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のは第10章 相対的剰余価値の概念,においてであるが,そこでは ｢内在的法

則｣の呈示が主課題であり, ｢個別｣資本の問題は本米的には捨象されている

とし,特別剰余価値をとりあげる前に一種の限界規定を与えているO ｢資本主

義的生産の内在的諸法則が詔資本の外的な運動のうちに現われ競争の強制法則

として実現されしたがって推進的な勤磯として個別資本家の意識にのはる仕方

は,まだここで考察するべきことではない- ･Oとはいえ,相対的剰余価値の

生産の理解のた桝 こ.また,すでに得 られた結果だけにもとついて,次のこと

を述べておきたい｡｣4)

したがって,特別剰余価値は,いわば ｢資本｣の生産論次元における法則の

呈示という主課題におりこまれるような形で考察されていることが分る｡そこ

で以下,このような特別剰余価値の位置を念頭におき,それを社会的価値 と個

別的価値の問題におきなおし検討をすすめたい｡特別剰余価値は, 『資本論』

では剰余価値論でとりあげられていたが,それが社会的価値と個別的価値の差

額であるという簡単な事実を想起しただけでも,上記の接近方法には客観的根

拠があると思われるO

もともと 『資本論』においては,商品生産関係を規制するのは社会的価値の

法則であり,それによって個別的生産者は規制されるものとされていたO少々

長 くなるがその跡をふ りかえってみれば以下のようになるoすなわち,まず社

会的価値そのものについては ｢社会的に必要な労働時間とは,現存の社会的に

正常な生産条件と,労働の熟練および強度の社会的平均度とをもって,なんら

かの使用価値を生産するために必要な労働時間である｡｣5)という周知の規定を

与え,それをより詳 しく再規定して,第1に, ｢社会的に支配的な労働手段｣

が用いられること,第2に,原料の晶質がTF常であること,第3に.労働力が

平均的なものであること,最後に,労働手段 と原料が浪費されないこと,この

5) Ibld.Band23,S53,邦訳①,53ページ｡
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4点をあげる8)｡ これが社会的価値そのものの規走である｡ しかしこれだけに

社会的価値の問題はおわるものではない, 『資本論』が対象とした資本制生産

様式,その基礎 ･土台としての商品生産関係においては,社会的価値の規定そ

のものは,個別的生産者にとっては,そのままその商品に体現しているものと

してでなく,彼 らに追ってくる ｢盲 目な自然法則｣,｢規制的な自然法則｣ とし

て作用するものであり,これが封二会的価値の ｢法則｣である,というのが 『資

本論』が与えている価値法則に関する-結論である｡その若干のものをとりあ

げれば以下のようである｡第一に,社会的価値は生産者の ｢背後で激変｣しな

がらも,かつそれによって鋭制されるということであるo ｢彼は自分の生産物

にただ社会的に必要な平均労働時間だけを支出したはずであるO .しか し,

古 くから床証されていた リンネル織物業の生産条件が,われわれのリンネル織

職の同意もなしに,彼の背後で激変したとしよう｡昨日までは疑いもなく--

レのリンネルの生産に社会的に必要な労働時間だったものが,今日は,そうで

はなくなる｡｣7)(傍点引用著)第二にノすでに商品形態を脱却 し,例えば資本の

生産手段に転化 したものに対~しても価値法則は作用し,社会における ｢改良｣

の結果.隻.産手段の価値は ｢減価｣されるということである｡ ｢/1､断の改良が

行なわれ,それによって既存の機械や=場設備などは相対的にその使用価値を

減殺され,したがってまたその価値をも減殺されるとい うこと｡｣8)第三に,原

料形態などとしてすでに生産されている商品に対する社会的価値 の ｢遡及作

用｣ としてである｡ ｢原料の価格,たとえは綿花の価格が上がれば, もっと安

い綿花で製造された綿製品･･･の価格 も上がる｡同様に,まだ加工されないで

倉庫にある綿花の価値も,まだ加工中の綿花の価値 も上がる.このような綿花

は遡及作用によってより多くの労働時間の表現 となる｡｣9)最後 に,｢価値の担

い手｣たる使用価値の質的 ･量的変動を媒介とする価値の喪失と減価である｡

6) Ibld,Band23,S210,邦訳①256-57ペII/参府｡
7) Ibld,Band23,S121,邦訳①142べ-ゾ.
8) II'ld.Balld25,S123,邦訳④143ページ｡
9) Ibld.Band25,S122.邦訳④142ぺ-ノD
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それは質的には,｢禁則以｣の商品によって駆逐されることにあらわれるo｢生
産物は今日は或る一つの社会的欲望を満足させるo明日はおそらくその全部ま

たは一部が類似の種類の生産物によってその地位か ら追われるであろうo｣10)量

的には,同一商品の過剰生産であるo｢もし市場の胃袋が1)L/ネルの総量を-

-レ当たり二シ1)ングという正常な価格で吸収できないならば,それは,社会

の給労働時間の大きすぎる一部分が リンネル織物業の形で支出されたというこ

とを証明しているD結果は,それぞれのリンネル織職が自分の個人的生産物に

社会的必要労働時間よりも多 くの時間を支出したのと同じことであるDlll)

以上が 『資本論』第一巻の次元であたえられている ｢資本｣の価値的側面に

関する主な解明点であり,社会的価値そのものの規定とその法則の作用形態で

ある｡

それでは,このような- 価値的側面に関するかぎりでの- 主課題である

社会的価値の法則において,特別剰余価値は,社会的価値と個別的価値の差額

たる特別剰余価値は,いかなる形でお りこまれているかOとりわけ ｢地代論論

争｣ ともかかわって問題である特別剰余価値の ｢価値実体｣についてはどのよ

うに論定される-きかo これらのことがさしあたっての検討課題である.

商品生産関係を ｢資本｣一般の一側面として見た場合,そこでは,価値法則

は一つの ｢自然法則｣ したがって一つの強制法則としてとらえられたo特別剰

余価値は,そU-)全体としての商FT｡Fl生産関係におHる,す ぐれてその個別的生産

(商.,lL･資本の生産)にかかわって考察さるべき概念である｡放た社会的価値 と個

別的イ酎直の問題 も,商品生産関係の網の目をなす個 々の商品を対象としそこで

考察されるべきであろう｡

ここでつきあたるのがいわゆる ｢繭r吊生産関係｣ という概念であるOそれは

『資本論』にわける商品論においては ｢商品生産の存在条件｣として,即日的

に対象として与えられた商品を商品たらしめる契機 として- 商品の物神的性質

10) Ibld,Band23,S121,邦訳①141べ- ジ
ll) lbld,Band23,S122J邦訳①142ペ-i,/
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を除いては- 価値 ･価値形態論の背後に前提-伏在されていたものであるo

しかしながら,個々の生産者および個々の商品に別して個別的価値と社会的価

値をみ,特ガ｣剰余価値の内実をさぐるにあたっては,この ｢商HFj生産関係｣を

とりだしてくることが必要であると思われるoなぜなら,こ0)生産関係におけ

る生産名 ･生産物はこの特有の生産関係の娩定性をうけたものとしてしかつか

みようがないからであるO以下 それを見ようO商U｡u生産関係と言えば,私的所

有とお二会的分業であり,その下で労働生産物は商品となる｡このことは,いま

さら改めてとりあげるまでもない分かりきった事柄に属するJ:うに見えるO し

かしながら,これを見直してみれば奇妙な概念であることがわかる｡私的所有

とは,相互的他者ということであり,孤立ということであり,その浮沈は互い

に無関係ということであり,したがって社会から独立しているということであ

る｡ところが他方,社会的分業とは,個々の生産者が,互いに連携をもち,互

いに結びあわされ,したがって一つの社会関係を内包しているOその意味では,

私的所有と社会的分業とは互いに排反する概念である｡ところが商品生産関係

とは,この私的所有と社会的分業が,自然に埋没した孤立人としてでもなく,

直接に社会化された人間でもなく,私的性格と社会的性格がともに相並んで存

立していることである｡これが,いわゆる ｢物 ･商品の社会関係｣ という形で

その生産関係の枠内では ｢解決形態｣を兄いだすことになるのであるが,同時

に,ここに個別的商占引こおける特別剰余価値 ･個別的価値と社会的価値a)問題

をさぐる端初的契擬もまた与えられているO

私的所有と社会的分業が並置しているという事実は,このような生産関係の

下で,生産する個々人の労働に,私的性格と社会的性格というこの即目的には

棉反する二つの性格を共におし_つけるということになる｡そしてこのことは,

私的所有したがって相互的他者的関係にあるかぎり,商品生産者の労働畔,私

的性格しかもちえず,個々の生産者が統制しうるのはそのような規定性をうけ

ているかぎりでの労働ということになるが,それと相並んで- 商品の社会関

係を媒介とした- 社会関係において生産を行うという限 りでは,個々の私的
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生産者にとっては統制不可能であるにもかかわらず,客観的に,社会的規定性

をもつということとしてあらわれるO このような,商品生産関係によって規定

される,,個別的生産者の労働の性格は,個別的価値と社会的価値の問題として

おきなおした場合,次のようになるOすなわち,商品生産者の労働は,直接に

は- 統制可能なものとしては- 個別的価値を対象化するのみであるが,商

品生産関係において生産をする以上,その労働は個別的価値と並んで社会的価

値を対象化するものであり,また逆に,商品生産関係における生産者の労働は,

生産関係の規定性をうけて,社会的価値しか対象化していないにもかかわらず,

即日的には個別的価値を対象化しているものとなる｡私的所有と社会的分業と

そのまま並立させることになるのであり.恐慌などによる.価値破壊を通じて

の価値法則の貫徹といった,パラドックスが,この周知の ｢矛盾｣が現われる

根拠があるのであるo

以上,最初に触れた社会的価値の社会的必要労働時間による規定とその法則

という,商品生産社会を支配する法則は,個々の商品生産に限って見直してみ

れば,個々の商品に内在する関係としてとらえなおされたOそして.ここまで

きて,はじめて特別剰余価値の実態について考察する前提が整ったといえよう｡

『資本論』においては,特別剰余価値につき, ｢機械によって駆逐された労働

力｣から生じる価値と ｢械椀を働かせる労働力｣から生じる価値と,この二つ

の価値の区別をした上で, それは前著の場合であるとしている文言がある｡

｢同じ生産部門のなかで機械が普及してゆくにつれて,機械の生産物の社会的

価値はその個別的価値まで下がる｡そして剰余価値は資本家が機械によって不

必要 にした労働力から生ずるのではなく道に彼が横根につけて働かせる労働力
から生ずるのだという法則が貫かれる｡｣12)(傍点引用者)

特別剰余価値o)実体という問題を念頭におき,この文言を見なおせば,それ

は直∃妾には ｢機械によって不必要にされた労働力｣から生じるものであるから,

12) Ibld,Band23,S429,邦訳(む531ページ



70 (256) #121% .#4･5%

特別 ｢剰余価値｣ とは,価値とはみなされていないように見える｡しかし,そ

うではあるまいO先の商品生産関係における,個別的価値と社会的価値の並置

ということ,商品を生産する労働は,個別的価値と社会的価値を- 生産関係

の規定性をうけて- 相並んで生産するということを想い出しても,特別剰余

価値ば,そのすぐれて個別的商品生産の内在的な過程において生産された,個

別的価値をこえる社会的価値であり.社会的価値の一部であることがわかるで

あろう｡社会的価値も,個々の- この場合は個別的価値を社会的価値以~下に

設定しえた商品生産者- 商品において内的に生産されたものであり,特別剰

余価値は,そのようなものとして ｢価値｣である.というo)がここで0)眼目で

ある｡事実 『資本論』においても,特別剰余価値の場合個別的価値をこえる水

準にある社会的価値につき, その商品に内在するものとして とらえているo

｢流通の外では,商品所持老はもはやただ彼自身の商品との関係にあるだけで

ある｡その商品の価値について言えば,関係は,その商品が彼自身の労働の一

定の社会的法則によって計られた畳を含んでいる elnenaCllbes亡lmmtengeSell･

schaftllChenGesetzengemessenesQuantum selnereignenArbelterhaItということ

に限られているoJ13)個々の商品は商品生産関係に規定されて, 社会的価値を

- 即日的かつ個別的生産者によって統制可能なものという見地からすれば個

別的価値のみであるにもかかわらず- 含んでいることがわかるであろうOこ

こからは,したがって,特別剰余価値も社会的価値の,個別的価値との差額と

しての,その一部であることがわかるであろう｡さらに社会的価値の生産の内

在性をといたものに次の文言がある｡｢商品の価値量は,社会的労働時間にた
いする或る必然的な, その商品の形式過程 に内在する関係 elnnOtWendiges,

111rem BlldlユngSprOZelSimmanentesVerhaltnlSZt]rgeSellschaftllChenArbeltZeltを表

わしているのであるo｣14)

今までの研究史にあっては,特別剰余価値を ｢強められた労働｣によって解

13) Ibld,Ba_nd23,S179-180,邦訳①216117ページ｡
14) Ibld.Band23.S117.邦訳①135ページ｡
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釈するものが多かった(具体的には後にとりあげる)｡ たしかに 『資本論』におい

ては,特別剰余価値につき ｢何乗もされた労働｣,｢比重の大きい労働｣,｢質的
によ.り高級な労働｣から説明している箇所があるO｢機械が最初にまばらに採
用されるときには,横根所有者の使用する労働を何乗もされた労働に転化させ,

機械の生産物の社会的価値をその個別的価値よりも高く｣15)するO｢先進国の労

働が比重の大きい労働として実現されるかぎりでは,利潤率は高 くなるo とい

うのは,質的により高級な労働として支払われない労働がそのような労働とし

て売られるからである｡｣18)

しかしこのことも,生産関係の規走性としてとらえられるべきであろう.何

も具体的な労働の質および量が ｢平均労働｣トこ比べて高まるわけではないから

である｡

以上 『資本論』第-巻,生産論次元において,社会的価値 .個別的凧値 ･特

別剰余価値という系列につき検討を加えてきた｡そして特別剰余価値とは,社

会的鯛値>個別的価値の差額であり,社会的価値とは,商品生産 ｢社会｣にお

いては強制法則としてあらわれるのであるが,個別的商品生産に即応してとら

える限 りそれはその商品に- 生産関係の親定性をうけ- 内在するものであ

り,その意味で,社会的価値の一部であるというのが一つの結論であったOそ

れでは,この節をおわるにあたり,同じ特BrJ剰余価値は,今までの研究史にあ

っては,どのように把握されていたかについて一 ･二の論者をとりあげ検討を

加えたい｡まず,社会的価値と個別的価値の ｢同時生産｣をいい,特別剰余価

値の価値実体を論証したものに,飯田繁氏による研究がある｡氏は言う｡｢生

産過程において競争がおこなわれ,または競争が前提されているからこそ,価

値は生産諸条件の現実的差異にもとづいて個別的価値として成立するにもかか

わらず,はじめから同時に社会的価値として生産-される｡一個の商品価値が個

別的価値として生産されると同時に社会的価値としても生産されるということ

15) lbld,Band23.S429.邦訳①530ぺ -シ｡
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は,矛盾であろうか｡それはたしかに矛盾であ､るo Lかしそれは現実に存在す

るところの弁証法的に統一された矛盾であるoJ17)見られるとおり,飯田氏にあ

っては, ｢同時生産｣がとかれ,それは ｢現実の矛盾｣であるとしているOそ

の限 りでは本稿と視点を同じくするものである｡ しかし, ｢矛盾｣があらわれ

る根拠については,氏は資本間競争をあげているのであるが,資本間競争が何

故 l同時生産｣に結びつくかは不明である｡やはり,私的所有と社会的分業と

いう生産関係そのものに ｢現実の矛盾｣の根拠があるとすへぎであろう｡次に

自杉庄一郎氏の理論についてみよう｡＼氏は言う｡ ｢社会的欲望に媒介されて価

値の実体において欠けるものが全き価値として取 り扱われるということは,

資本主義社会における価値評価にとって避けがたい事実であるoJ18)価値を資

本主義の歴史的過渡性を念長引こおいてといているのは一つの卓見であるoLか

しそれを ｢評価｣ という表現で説明しているのは首肯 Lがたい｡一別より,商品

生産社会における客観的な経済法則の一つとして示すべきであろうoLたがっ

て, くり返すまでもなく,特別剰余価値にかかわって,個別的商品を対象とす

るかぎり,それは商品の生産に内在して形成されたものであり,｢資本間競争｣

でもなく, ｢評価｣の問題としてでもなく,生産関係によってその根拠が与え

られているものであった｡以上の生産論次元での考察を前提として,Ⅲにおい

ては ｢総過程｣論次元における超過利潤 ･特別剰余価値につき検討する｡一巻

から三巻への上向的論理にしたがって, 超過利潤もまたいかなる論理的 ｢上

向｣なえるのか,それを見るのが課題である｡

ⅠⅠⅠ

特別剰余価値 ･社会的価値 ･個別的価値につき.今まで, 『資本論』第一巻,

生産論-本質論の次元でみてきたoここでは 『資本論』舞三巻における市場価

値論 (第10帝)地代論 (第六編)に素材をもとめ,この同じ対象をより現実に近い

17) 飯EE]繁 『物価の理論的研究』伊藤書店,1949年.279-80べ-ジ0

181 白杉庄一部 『独rti理論と地代法則』 ミネルヴァ毒見 1963年,197198--L㌔ 僕,LjF-自杉氏｡
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次元において見直すことが課題であるo一巻において,特別剰余価値は ｢資本

一般｣ という主課題にお りこまれるような形で,より具体的には社会的価値の

法則 ･相対的剰余価値の法則に随伴して論じられていたO三巻,とりわけその

市場価値論においても,超過利潤は,従属的位置においてとりあげられている

はずである｡そこで,一巻から三巻に価値論自体がいかなる内容の ｢上向｣を

とげているか,その中で超過利潤 ･特別剰余価値はどのような再規定をうける

か,それを見ようO三巻の対象について 『資本論』では,次のような記述が見

られるO ｢現実に運動している諸資本は具体的な諸形態で相対しているのであ

って,この具体的な形態にとっては直接的生産過程にある資本の姿も流通過醍

にある資本の姿もただ特殊な諸契機として現われるにすぎないのである｡｣19)こ

の引証からは,三巻においては, ｢資本｣は,生産過程についてはすでに分析

されたものとして前提され,かつ,個別資本が ｢相対｣するという契機を導入

して考察されていることがわかる｡このことは価値論に引きつけてとらえなお

せば,一巻において半は予件 とされ事実的に与えられた社会的価値が,個別資

本の連鎖とその総体 という具体的契機を導入して,より現実的に把捉されると

いうことになる. ｢市場価値は,一面では一つの部面で生産される諸商品の平

均価値 と見 られるべきであろうし,他面ではその部面の平均的諸条件のもとで

生産されてその部面の生産物の大量をなしている諸商品の個別的価値 と見 られ

るべきであろうo｣20)生産を前提し,その上に立 って相対する個別資本 という対

象を導入した価値規定,それが市場価値であるoそして,超過利潤は,価値論

におけるこのような ｢上向｣に伴って,その ｢生産｣のメカニズムではなく,

個別資本相互の相対する関係のなかで,社会的価値を体現する商品による,そ

の価値の ｢押しつけ｣の結果 として,それ以下の個別的価値を設定した資本の

手に生ずるものとなるC ｢中位の価値によって規制される全商品量の市場価値

は,それぞれの個別的価値の総計に等しいoといっても両棒で年産される商品

19) Louclt,Band25,S33,邦訳④33-34--ジ｡
20) Ibld,Ban'1?rl,S187-188,邦訳(む225ページ｡
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にとっては この価値はその商品に押 しつけられた 1hnenauLgedrungller平均価

値として現われるのであるがO ･最良の庵で生産する人々は個別的価値より

も高 く売るのであるO｣21)その結果 ｢市場価値 (これについて述べたすべてのこ

とは,必要な限定を加えれば,生産価格にもあてはまる)は,それぞれの特殊

な生産部両で最良の条件のもとで生産する人々の超過利潤を含んでいるo｣22)と

いうことになる｡

したがって超過利潤 ･特別剰余価値は,一巻においては,その商品に内在す

るものとして,三巻市場価値論においては,社会的価値を体現する商品によっ

ておし-)けられた結果として,同じ対象が ｢上向｣的段階に即して重層的にと
らえられていることになるO少々簡単にすぎるが,- これは,超過利潤論の

主課題は生産論 ･本質論においてなによりも検討されるべきであ′り, きれを前

提すれば,後はより具体的契機を導入してきて再規定すれば上いという事情に

もとず く- これが市場価値論における超過利潤である｡ [ころで,当該個所

に関する研究の一つに向坂逸郎氏によるものがある｡本稿と同じテーマを氏は

どのようにとらえているか.それを見ようO氏は言うo ｢̀すぐれた生産力をも

つ労働が,同一種の社会的労働よりも高い価値を"創造する"のは,他方, こ

の社会的平均化に参加した.ヨリ劣悪な生産力をもつ労働がヨリ低い価値をし

か創造しえないか らであるOこの過不足が平均化されて,この生産部門全体で

社会的性質を現実につ くりあげるのである｡これが市場価値である.｣23)月られ

るとお り氏にあっては,特別剰余価値の ｢生産｣の問題は事実上 ≡巻論次元

でとりあげられ, 個別的価値の ｢相殺｣の問題におきかえ られ, したがって

｢生産｣については全 く言及されない結果となっている｡本稿において 『資本

論』における論理次元を畠祝した所以である｡

最初に次のようなことを述べたoI特別剰余価値 ･超過利潤 ･地代という系列

21) Ibld,Band,25,S193,邦訳④231-32ペ-ソ.
22) Ibld.Band,25.S208-209,邦訳④250ページ｡
23) 向坂逸邸 『7,I,Dス経済学の基本問題』岩波商店,1962年.283べ一シ｡
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を社会的価値 と個別的価値の問題を中心に検討することが課題である, とOそ

して今まで牛紺｣剰余価値 ･超過利潤までをとりあげてきたoLたがって次には

その延長線上における最後のものとして地代をとりあげるのであるが,本題に

入るに先だち留意すべきことがある｡

それは一つには,論理段階の問題 としてである｡すなわち六篇地代論は,メ

巻を前提 とした,市場価植論 と同じ第三巻に属する｡ したがって,超過利潤論

そのものの原理的考察はすでに終わっているのではないか,ということであるC

またもう一つの問題は,今度はそれ以前の段階との区別にかかわる｡すなわち

『資本論』における地代諭の位置を見直 してみれば,地代論は,すでにそれ以

舵の段階において,資本の間に,特別剰余価値 .超過利潤を含みなが ら,剰余

価値 .利潤 .平均利潤が取得されてしま っているその後におかれているo とこ

ろが他方,地代論そのものの直接的課題は,剰余価値の一部としての+地所有

の実現形態-地代の析出機構を明示するごとである. 『資木論』では次のよう

に言 うO｢困難は,農業資太によって生産された剰余生産物やそれに対応する

剰余価値一般を説明することにあるのではない｡この問題は･･=解決されてい

る｡因襲削ま次の点を論証することにあるCすなわち,いろいろな資本のあいだ

で剰余価値が平均利潤に平均化されたあとで,-I･そのうえになお,この剰余

価値のうちから,土地に投下された資本が地代の形で土地所有著に支払う余分

な部分は,いったいどこから出て くるのか,を論証することにあるo｣24)この二

つの留意点を念頭におきなが ら,地代論を簡単にふ りかえり,そこにおける超

過利潤の論理をさぐりたい｡

地代論は,資本主義的農業土地経常において,資本が.その生産条件たる土

地の豊度の不等性および陵良地の限走性という ｢生産)J的前提｣の上で生産を

24) Locclt,Band25,S790,邦訳⑤1003-04ペーゾ.なおこの背後には,資本主義における土地

に限定｣という地位に逆転したという｢歴史的自'迂｣がひそんでいる｡この点については,拙稿,

地代論における資本主義的土地所有の形成- 宇野弘蔵氏の≠地所有論の検討(1ト- ,京都大学
経済学会 『経済論誰』第118巻第 3-4号,1976年9 10月参風.
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行 う際の,地代の析出機構を対象とするものであるが.その前提は,すでに資

本は平均利潤を取得しているということであるから,平均利潤をあげる土地が

限界とされ,それ以上の豊度をもつ土地に並行的資本経営が行なわれる,とい

うことである.｢四つの土地種類,A,B,C,D を想定しようoさらに小麦1
クォーターの価格を3ポンド,- と想定しよう｡地代は単なる差額地代なの

だから,この1クォーター当たり60シ1)ソグという価格は,最劣等地では生産

費に等 しいOすなわち.資本 ･プラス ･平均利潤に等しい｡｣25〕今この生産価格

を市場価値におきなおしてみれば- 『資本論』においてもこの両者は並立的

にとりあげている場合がある- 最劣等地における商品が市場価値 ･封二会的価

値を体現するものとなり,優等地における商品の個別的価値は,それ以下であ

る.,差額地代は,簡単には,この社会的価値と個別的価値の差筋として把捜さ

れる｡ ｢超過利潤は.=･･つねにこっの等量の資本および労働の生産物のあい

だの差額として生産されるのであって.この超過利潤は,二つの等量の資本お

よび労働が等両横の土地で用いられて不等な結果を生む場合には,地代に転化

するのである｡｣26)このように見てくる限り,地代は,いわゆる市場価値諭で与

えられた ｢押しつけ｣の結果としての超過利潤として,三巻次元の問題の一環

としてとらえられていることになるO先の第一の留意点にかかわるところであ

る｡ しかしながら,それだけではあるまい｡むしろ,特別剰余価値一超過利潤

一地代という系列を想起するかぎり,地代はその最旅範晴として,すでに生産

価格 ･市場価値が呈示されたあとをうけて,いわゆる同じ対象が,つまり社会

的仙値と個BrJ的価値,特別剰余価値 ･超過利潤が,重層的に,その商品に ｢内

在｣するものとし, ｢押しつけられる｣ ものとしてとらえられたものが,特殊

濃業上地経営における,土地所有-地代を呈示するものとして,具体的な段階

で再確認されていると思われるO市場価値論の段階ですでに与えられていた,

生産論次元および個別資本の相互関係,この重層的娩定性をうけている超過利

25) Ibid,Band25,S665,邦訳⑤841べ-ジ.
26) lbld.Band25,S662,邦訳①B37ページ｡
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潤が,袋工間の区別をした上での農業 という具体的な土台の上で再現している

と思われるO

｢地代論論争｣においては.いわゆる ｢虚偽の社会的価値｣の実体をめぐっ

て,生産説と流通説が相対立したままで残されてきたという経過があるo (荏

①の文献参照)その文言は以下であるo ｢10クォーターの現実の生 産 価 格 は

240シリングである｡ それが600ソリングで売られる｡ つまり250%高すぎる価

格で売られるo o これは.資本主義的生産様式の基礎の上で競争の媒介に

よって実現される市場価値による規定であるo この規定 も̀ ある虚偽の社会的

価値を生みだす｡｣27)

この規定も,今までの 『資本論』の論理を想定するかぎり,何ら問題はないU

すなわち,優等地の商品は,商品生産関係に規定されて,今孤立的にとりだ し

てもその内に,社会的価値 と個別的価値が内在化せしめられてお り,その前提

の上で,社会的価値を体現する最劣等地商品との相対する関係に入る段階で,

社会的価値の ｢押 しつけ｣の結果として,優等地商品には,超過利潤-地代が

生じるのである｡そして ｢虚偽の社会的価値｣の ｢虚偽｣性は,すでに リュヒ

-モフが指摘している通 り28),共同体的生産関係と比較 しての,資本主義的商

品生産関係に固有の ｢価値法則｣を特徴づけたものに他ならない｡

以上 本稿のテーマに直接かかわる限 りでの検討はすでに終わった｡そして

それは,一つには商品生産関係に即応して,社会的価値と個別的価値,特別剰

余価値を位置づけるということであり,また一つには,それを ｢上向的｣展開

における重層的規定をうけているものとしてとらえるということであったO し

かしながら,今までの研究史にあっては.超過利潤 ･地代につき,生産関係重

視をいいつつも,事実上 超過利潤にとっては ｢生産力的基礎 ･前提｣にすぎ

ないその/+産力的側面をとりこんで,価値実体の有無をとく理論があったOそ

28) ｢この虚偽な社会的価値は,資本主義的農業の慣域内で不可避的に生産される｡ この虚偽
な社会的佃値の小nJ逆性は,協l司㈱ (社会主義的)阻紙に比べて資本主義的組織の最大欠陥の
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の若干のものをとりあげ検討をし,結びとしたい｡それに属するものとして,

井上周八氏によるものがあるO 氏は言うO ｢(土地生産物の-引用老)214時 間

は土地的条件 (たとえば豊度) により強められた2･4時間であ り, 価値

形成的労働時間としては_工業の6時間に相当する労働時間なのであるO｣29)見ら

れる通 り,井上氏は,皇度 という土地生産力をもって,同じ労働時間が,より

多 くの労働時間を内包する根拠としている｡ そして, それで もって ｢価値実

体 rありとするのである｡ Lかしながら,生産力とし,てよりす ぐれた自然力に

土地自然力に目をむけるかぎり,即日的により低い個別的価値を設定 しうる根

拠 としかなりえないと考えられるOだか らこそ, この同じ土地自然力が,例え

ば鈴木鴻一郎氏にあっては,井上氏と逆に価値実体をもたない根拠ともされる

のである｡鈴木氏は, 『資本論』落流地代分析を素材 として言う｡ ｢差額地代

に転化すべき"剰余利潤 "は "資本および労働それ自身 "か ら生ずるのではな

いというのだから,結局そこでは価値の実体的基礎たる労働が投下されていな

いことが指摘されていると考えられるのであるO･･ O 『資本論』には剰余利

潤につき農業 とコ二業を区別すべきものとしてこのような指標が- 価値の実体

的基礎の有無が挙げられているわけである｡｣30)

超過利潤においては,生産関係的視角から接近すべきで,生産力はその土台

･基礎 としてとりあつかうべきである, という本稿の視点の妥当性がうかがわ

れるであろうo

ⅠⅤ

以上, 『資本論』に素材をもと軌 そこにおける,特別剰余価値 -超過利潤

してきた｡そして,その一般的枠組みは, ｢資本｣- ｢土地所有｣, ｢生産｣

- ｢総過程｣ という論理の進行にからみあわせて考察してい くということで

29) 井上周八 『地代の理論』理論社.1963年,177ベー ンd

30〕 鈴木鴻一郎 『地代論論争』勤革書房,1952年,196-97ページ｡
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あったOいちいちくりかえさないが,超過利潤は,生産関係として,また,重

層的に把握されるべきことは行諭中において読みとられるであろうO研究史に

ついては.そのものとしてとりあげることはせず,適時 くみ込むという手法を

とったが, それは, 『資本論』を直接の素材とするという,課題上の制約ゆえ

にそのようになったものであり,各節のテーマとの関連はもっていると思われ

る｡

1977年10月1日脱稿


